
参考資料 対話によって、より良い考えを見出だす『弁証法（べんしょうほう）』について

弁証法において
止揚（しよう/日本語）または、アウフヘーベン（ドイツ語）という言葉があり、
「ある主張に対し、矛盾する主張を合わせて、どちらの主張も切り捨てずに、
よりレベルの高い結論へと導きだすこと」という意味

意見Ｂ
ハンバーグが食べたい

勉強してほしい
環境を大切に

意見Ａ
パンが食べたい
ゲームがしたい
経済発展の車

意見Ｃ
ハンバーガー
勉強アプリ

ハイブリッドカー

正（せい）/テーゼ 反（はん）/アンチテーゼ

合（ごう）/ジンテーゼ

弁証法って何？
「弁証法」の伝統は古代ギリシアにまでさかのぼり
ますが、現在では、ドイツの哲学者ヘーゲル
（1970〜1981年）が主張する「弁証法」の意味が
一般的となっております。

意見Ａに対して、反対的な意見Ｂがあるから、ＡとＢを踏まえた高次元の意見Ｃが生まれる（否定や別意見こそ大事）


